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特
筆
-
-民
法
一〇
〇
年
と
梅
謙
次
郎

興
国
法
学
説
の
影
響

七
戸
克
彦

脚

東
京

大
学

｢
梅

博

士
記
念

図

書

｣

梅
謙
次
郎
の
法
理
論
に
影
響
を
与
え
た
外
国

法
学
説
は
何
か
｡
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に

は
､
梅
旧
蔵
の
洋
書
を
探
索
す
る
の
が

1
つ
の

方
法
で
あ
ろ
う
｡
梅
の
死
去

(明
治
四
三
年
八

月
二
五
日
)
の
翌
明
治
四
四
年

一
二
月

一
四
日

に
開
か
れ
た

｢故
梅
博
士
記
念
資
金
に
関
す
る

報
告
会
｣

に
お
け
る
若
槻
礼
次
郎
の
報
告
に
よ

れ
ば
､
梅
旧
蔵
書
の
う
ち

｢
千
百
四
十
冊
を
東

京
帝
国
東
学
に
､
二
千
二
百
六
冊
を
法
政
大
学

に
､
五
百
十
静
を
松
江
図
書
館
に
寄
附
｣
し
た

(1)

と
さ
れ
る
｡
そ
こ
で
､
東
京
大
学
に
､
右

｢梅

博
士
記
念
図
書
L

に
関
す
る
目
録
等
の
存
在
に

つ
き
調
査
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
'
同
大
学
総

合
図
書
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
参
考
調
査
掛
松
家

久
美

や
杉
田
い
づ
み
両
氏
よ
り
'
以
下
の
よ
う

な
回
答
を
頂
戴
し
た
｡
す
な
わ
ち
､
①
東
大
の

当
時
の
受
入
図
書
に
関
す
る
目
録
-

法
学
部

研
究
室
受
入
国
書
目
録

(図
書
受
入
簿
等
)
あ

る
い
は
総
合
図
書
館
図
書
受
入
原
簿
Ⅰ

は
､

開
束
大
震
災
に
よ
り
焼
失
し
た
た
め
現
存
し
て

い
な
い
｡
②
ま
た
､
梅
旧
蔵
書
に
関
す
る
特
別

の
目
録
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
｡

③
し
か
し
な
が
ら
､
｢東
京
帝
国
大
学
附
属
図

書
館
増
加
図
書
月
報
｣
の
洋
書
の
部

《M
o
n
th
･

-y
bu
E
etin

of
books
ad
d
ed
to
th
e

lm
･

p

e
ri
at
U
n
iv
ersity
L
ibrary
of

T
okyo))

か
ら
'
梅
旧
蔵
書
と
思
し
き
書
籍
を
あ
る
程
度

(2)

割
り
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
､
と
い
う
も
の

で
あ
る
｡

右
調
査
依
頼
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
東
京
大

学
総
合
図
書
館
の
ご
厚
意
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
'
調
査
に
当
た
ら
れ
た
松
家

･
杉
田
両
氏
の

洞
察
に
敬
意
を
表
し
た
い
｡

さ
て
'
そ
う
な
る
と
残
る
作
業
は
､
上
記

《M

onth-y
bu
E
e
tin
》
の
記
載
と
実
際
の
蔵
本

(3)

と
の
現
物
対
比
'
お
よ
び
､
梅
旧
蔵
の
洋
書
を

(4)

所
蔵
す
る
他
の
施
設
等
の
探
索
で
あ
る
が
､
し

か
し
'
こ
の
点
は
筆
者
の
能
力
の
到
底
及
ぶ
と

こ
ろ
で
は
な
い
｡
し
た
が
っ
て
､
右
の
点
に
関

し
て
は
今
後
の
研
究
を
待
つ
こ
と
と
し
､
本
稿

で
は
､
さ
し
あ
た
り
右

《
M
onth-y
buEetin
》

を
基
礎
に
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
｡

二

梅
の
著
作
に
お
け
る
文
献

引
鳳

梅
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
外
国
法
理
論
を
解
明

す
る
た
め
の
い
ま

一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

は
'
梅
の
著
作
に
お
け
る
外
国
法
文
献
の
引
用

を
検
討
す
る
､
と
い
う
方
法
が
あ
り
得
よ
う
｡

と
は
い
え
､
梅
の
著
作
の
す
べ
て
を
網
羅
す
る

こ
と
も
ま
た
､
筆
者
の
能
力
の
到
底
及
ぶ
と
こ

ろ
で
は
な
い
か
ら
'
以
下
で
は
'
さ
し
あ
た
り

近
時
復
刻
さ
れ
た
六
種
の
著
作

(『民
法
原
理
』

『
民
法
総
則

(百
第

一
章
至
第
三
章
)』
『
民
法

要
義
』
『
最
近
判
例
批
評
』
『法
典
質
疑
録
』

『法
典
質
疑
問
答
』
)
に
つ
き
､
筆
者
が
覚
書
代

わ
り
に
作
成
し
た

｢
人
名
寮
引
L
お
よ
び

｢引

用
文
献

一
覧
｣

を
掲
げ
て
お
-
こ
と
に
す
る
o

l

『
民
法
原
理
』
に
お
摺
る
文
献
引
網

本
稿
で
は
､
『
民
法
原
理
総
則
編
巻
之

1』

(和
仏
法
律
学
校
･明
法
堂
､明
治
三
六
年

)｡

『
民
法
原
理
総
則
編
巻
之
二
』
(和
仏
法
律
学

校

･
明
法
堂
､
明
治
三
七
年
)
(復
刻
版

･
倍

山
社
復
刻
叢
書
法
律
学
篇
16
､
平
成
三
年
)
､

『
民
法
原
理
債
権
総
則
』
(和
仏
法
律
学
校
､
明

治
三
五
年
全
部
完
結
)
(復
刻
版

｡
信
山
社
復

刻
叢
書
法
律
学
篇
17
､
平
成
四
年
)
を
使
用
し

た
｡
同
書
に
関
し
て
い
え
ば
､
以
下
の
如
き
外

国
人
法
学
者
の
名
前
を
認
め
う
る
が

(数
字
は

真
数
を
示
す
｡
以
下
同
様
)
､
し
か
し
､
こ
れ

ら
法
学
者
の
著
書

･
論
文
名
等
に
関
す
る
記
載
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は
存
在
し
な
い
｡

門
1
-l
】
｢ポ
ア
(
ワ
)
ッ
ソ
ナ
-
ド
｣
･

総
劉
'
罰
p
謝
p
詑
p
髄
p
債
は
p
相
､

4
P
7
P
80
､
飢
p
8
P
84
､
沌
p
捕
､
44322ヽ ヽ

44 4 24ヽヽ

【

2
-
16
】
｢
ス
チ
ー
ブ
ン
｣
-
-
-
-
･･･-
････････誠

【

2
I
17
】
｢
タ
レ
ー
ル
｣

【

2
-
18
】
｢
チ
ボ
ー
｣
-
･･･-
-
･･･-
･･畑
､
110
､
肪

【

2
1
19
】
｢ヴ
ヰ
ン
ド
シ
ャ
イ
ド
｣

鰯
p
繊
p
那
p
脱
p
欄
p
郡
､
組
､
相

関

-
-
2
】
｢ヂ
エ
ム
-
ラ
エ
ソ
｣
-
-
-
-
-
‥
総
18

円

1
-
3
】
｢
イ
ヘ
リ
ン
グ
｣
-
-
-
-
･･･-
-
‥
総
18

円
-
-
尋
】
｢ポ
チ
エ
ー
｣
-
-
-
-
･･･-
-
-
･･捻
18

7

阜
5
誓

サ
ヴ
ヰ
ニ
ー
L
-
-
-
-
-
-
-
-
総
l

門
1
-6
】
｢ヴ
ヰ
ン
ド
シ
ャ
イ
ド
｣
-
-
-
-
‥
億
劫

2

『民
法
総
則

(自
第

三
尊
重
第
三
章
)
臥

に
お
け
る
文
献
引
用

本
稿
で
便
周
し
た
の
ほ
､
『
民
法
総
則

(白

帯

一
章
霊
夢
三
尊
)
』
(法
政
凍
学
､
明
治
三
七

年
度
講
義
録

･
刊
年
不
明
)
(復
刻
版

･
信
山

社
復
刻
叢
書
p
平
成
二
年
)
で
あ
る
｡
同
書
に

関
し
て
は
､
以
下
の
法
学
者
の
名
前
が
認
め
ら

れ
る
｡

【
2

Il
】
｢ボ
ワ
ッ
ソ
ナ
･･ド
｣
-
･･･‥
1-6
㌧
捌
､
4-

円

2
-
2
】
｢プ
ル
ン
チ
ェ
リ
ー
｣
-
-
-
-
‥
乱
､
謝

門

2
-
3
3
｢プ
ル
ン
ナ
～
｣
-
-
-
･･･-
-
･･･-
･･以

門

2
-
4
】
｢デ
ル
ン
プ
ル
ヒ
｣
-
-
-
-
-
‥
湘
'
謝

【

2
～
,･rJ】
｢
ア
耳
ヒ
テ
｣
･･･-
･･････-
-
･･･-
･････5

･ば
'
21
'
湘
'
謝

一
方
､
文
献
引
用
に
関
し
て
は
'
日
本
語
文

献
-

そ
れ
も
梅
自
身
の
論
文
の
引
用
が

一
個

所
認
め
ら
れ
る
の
み
で
､
洋
語
文
献
の
参
照
は

見
当
た
ら
な
い
｡

【

2
1
日
-
】
梅

｢法
律
の
解
釈
｣
太
陽
九
巻
二
号

(明
治
三
六
年
)
五
六
頁

叩

2
-
6
】
｢
フ
イ
エ
～
｣

6

叩

2
-
7
】
｢
フ
ヰ
ツ
チ
ン
グ
｣
-
-
-
-
･･･-
-
‥
畑

門2
-
8
】
｢グ
ナ
イ
ス
ト
｣
-
-
-
-
-
-
-
･･･-
過

門

2
-
9
】
｢グ
ロ
.シ
ュ
ー
ス
｣
･･･-
-
-
･･･-
･････15

円

2
-柑
】
｢
ヘ
ー
ゲ
ル
｣
-
･-
････9
､
10
､
24
､
4

円

2
-
銅
山
｢
イ
ヘ
リ
ン
グ
｣
-
･･･-
-
･･･-
･･･-
･･ば

叩

2
-
陀
】
｢
カ
ン
ト
｣
-
-
-
-
･･･-
‥
5
'
鮎
'
2

【

2
-
13
】
r.ロ
エ
ス
レ
ル
｣
････････････-
･････････‥
EeH

【

2
-
14
】
:.
ロ
ガ
ェ
ン
｣
-
･59
､

60㌧
6
'
6
'
油

門

2
-
鰻
】
｢
サ
ヴ
ヰ
ニ
ー
｣
-
･･･-
-
･･10
㌧
畑
､
践

3

『
民
法
要
義
』
に
お
け
る
文
献
引
用

本
稿
で
参
照
し
た
の
は
'
そ
の
最
後
の
版
の

復
刻
'
す
な
わ
ち
､
『
訂
正
増
補
民
法
要
義
巻

之

一
総
則
轟
』
(法
政
大
学

･
中
外
出
版
社

･

有
斐
閣
､
訂
正
増
補
三
三
版

･
明
治
四
四
年

(｢
訂
正
増
補
｣
の
初
版
は
明
治
三
八
年
)
)
･

『
訂
正
増
補
民
法
要
義
巻
之
二
物
権
編
』
(法
政

大
学

･
中
外
出
版
社

･
有
斐
閣
'
訂
正
増
補
改

版
三

一
版

･
明
治
四
四
年

(｢
訂
正
増
補
改
版
｣

の
初
版
は
明
治
四

一
年
)
)
･
『
訂
正
増
補
民
法

要
義
巻
之
三
債
権
編
』
(法
政
大
学

･
有
斐
閣
､

訂
正
増
補
三
三
版

･
大
正
元
年

(｢
訂
正
増
補
｣

の
初
版
は
明
治
三
二
年
)
)
･
『
民
法
要
義
巻
之

四
親
族
編
』
(法
政
大
学

･
中
外
出
版
社

･
有

斐
閣
､
明
治

四
五
年
'
初
版

は
明
治
三
二

年
)
･
『
民
法
要
義
巻
之
玉
柏
続
編
』
(法
政
大

学

･
有
斐
閣
､
大
正
二
年
､
初
版
は
明
治
三
三

年
)
(復
刻
版

･
有
斐
閣
'
昭
和
五
九
年
)
で

あ
る
o
周
知
の
如
-
､
同
書
に
お
い
て
は
､
基

本
的
な
法
律
用
語
に
は
ラ
テ
ン
語

･
フ
ラ
ン
ス

語

･
ド
イ
ツ
語
の
原
文
が
併
記
さ
れ
る
等
の
特

徴
が
認
め
ら
れ
る
が
'
し
か
し
な
が
ら
､
こ
れ

ら
の
記
述
が
何
れ
の
学
者
の
何
れ
の
著
作
に
基

づ
-
も
の
な
の
か
は
'
ま
っ.た
-
明
ら
か
に
な

ら
な
い
｡
筆
者
が
管
見
し
た
限
り
で
は
'
同
書

に
登
場
す
る
外
国
人
法
学
者
は
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド

の
み
で
'
そ
れ
も
全
五
巻
中
わ
ず
か
三
個
所
認

め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
｡

【

3
Il
】
｢ボ
ワ
ッ
ソ
ナ
ー
ド
｣

-
-
-
-
-
『巻
之
二
』
雌
､
『巻
之
三
』
峨
'
88

一
万
㌧
引
用
文
献
に
関
し
て
も
'
①
同
書
の

旧
版
の
参
照
の
ほ
か
に
は
'
⑧
改
訂
時
期
の
最

ヽ

も
遅
い

『
巻
之
二
物
権
霜
』
に
お
い
て
､
梅
自

身
の
論
文

･
判
例
評
釈
の
引
用
が
認
め
ら
れ
る

点
が
注
目
さ
れ
る
程
度
で
'
⑨
そ
の
他
の
文
献

と
し
て
は
'
わ
ず
か
に

一
個
所

『
民
事
慣
例
茸

集
』
の
参
照
を
見
出
す
に
過
ぎ
ず
､
洋
語
文
献

の
引
用
は
膚
在
し
な
い
.
右
日
本
語
文
献
②

･

③
の
内
訳
は
'
以
下
の
と
お
り
｡

【

3
-
日
-
】
梅

｢相
続
こ
因
ル
物
権
ノ
移
転
こ
対
ス

ル
民
一
七
七
条
ノ
適
用
｣
志
林
九
巻
三
号

(明
治
四

〇
年
)
"
･-
･･･-
-
･･････-
･･･-
-
････『巻
之
二
』
16

【

3
I
m
2
】
梅

｢民
法
第
百
七
十
七
条
ノ
適
用
範
囲

ヲ
論
ズ
｣
志
林
九
巻
四
号

(明
治
四
〇
年
)

三
号

(明
治
三
九
年
)
-
-
-
-
-
-
『巻
之
二
』
慧

【

3
-日
5
】
梅

｢再
ビ
共
有
ノ
性
質
ヲ
有
ス
ル
入
会

権
ヲ
論
ズ
｣
志
林
1
0
巻
五
号

(明
治
四
1
年
)

『巻
之
二
』
豊

叩

3
-
日
6
】
梅

｢根
抵
当
ヲ
諭
ズ
｣
志
林
二
三
号

(明
治
三
四
年
)
-
-
-
-
-
-
-
-
‥
『巻
之
二
』
弧

【

3
1
日
ア
】
梅

｢民
法
八
十
七
条
第
二
項
ノ
適
周
｣

志
林
三
六
号

(明
治
三
五
年
)
-
-
-
『巻
之
二
』
犯

【

3
-日
8
】
梅

｢建
物
ヲ
目
的
卜
為
セ
ル
抵
当
権
卜

畳
建
具
及
造
作
L
志
林
三
八
号

(明
治
三
五
年
)

法律時報70巻7号- 14

『巻
之
二
』
犯

門

3
1
日
9
】
梅

｢不
動
産
ノ
従
タ
ル
動
産
ハ
抵
当
権

ノ
目
的
タ
ル
コ
ト
ヲ
得
｣
志
林

1
0
巻

一
号

(明
治

四
1
年
)
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
｡『巻
之
二
』
犯

円

3
-
日
10
】
梅

｢民
法
第
三
百
七
十
四
条
ハ
遅
延
利

息
ニ
モ
適
周
ス
へ
キ
モ
ノ
サ
ル
ヤ
香
ヤ
｣
志
林
二
一

号

(明
治
三
三
年
)
-
-
-
-
-
三
･-
『巻
之
二
』
盟

【

3
-
日
〓
】
『民
事
慣
例
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2
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A
u
fl..
B
erlin
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19
0
4
,
-
-
‥
耗
57

(
捕
)
､
続
騰

(
6-1
)
'
補

(
潤
)

叩
尋
-
独
銅
3
K
o
H
LER

(5
0
Sef)
W

L
eh
rb
uch

d
os

K
on
k
u
rsrech
is,
S
tu
ttg
a
Tt,
18
9
i
.

-
-
-
-
-
-
-
-
｡正
捕

(
郁
)
､
続
臓

(
肌
)

門
轟
-
独
25
】
(
*
)
S
EU
FFER
T
(L
oth
ar)
,
K
om
m
en
･

ia
r
g
w

Civ
ilp
roE
eSSOr
d
n
u
ng
,
in
d
er
F
a
ssu
ng

d
er

B
ek
a
n
n
im
a
ch
u
n
g

v
om

2
0
.

M
a
t

1
8
9
8

n
eb
st

d
en

E
i'nf
u

h
r
u
ng
sg
esetgen
.

M
G
n
ch
en
.

8
.
A
u
ft.,
]19
0
2
･･19
0
3
,
2
B
d
e
.

-
-
-
-
-
-
-
-
･正
鋭

(
蟻
)
'
続
68

(
勤
)

門
4
-
独
祁
】
S
y
D
O
W

(氏
.)

u
.

B
U
sc
H

(
L
.)
一

C
iv
iip
ro杓
eB
Or
d
n
un
g
n
it
G
er
ich
tsv
erf
a
ssu
n
g
s･

g
esetE

a
n
d

d
en

E
inf
h
h
r
u
ng
sg
esetE
en
,
u
n
ter

beson
d
erer

B
er
u
ch
sich
tig
u
ng

d
er

E
n
tsch
eid
u
ng
en

d
es

R
eich
sg
erits,
9
.
A
u
ft..

B
erlin
.
)9
0
)
.
･･･-
･･･-
-
-
-
-
-
･続
68
(

別
)

【
4
-
独
27
】
W
o
LFF
(T
h
.)
.
D
as
R
eich
sg
esetz

a
ber

d
ie

Z
w
a
ng
s
ver
steig
er
u
n
g

a
n
d

Z
w
a
n
g
sw
ew
a
ltu
ng

n
eb
st

d
em

E
1'nf
u
h
･

r
u
ng
sg
esetE
e
V
Om

2
4
.
M
a
r
z

]
8
9
7
.
B
ertin
.

(8
)

18
9
9
.
-
-
-
･･･-
-
･････････-
-
･･････正
価

(蛸
)

5

『法
典
質
疑
録
』
に
お
け
る
文
献
引
用

他
方
'
梅
を
会
長
と
し
て
明
治
二
九
年
二
月

に
発
足
し
た

｢法
典
質
疑
会
｣

の
機
関
誌

｢法

定
質
疑
録
｣

中
､
復
刻
の
な
さ
れ
て
い
る
第

一

早

(明
治
二
九
年
)
-
第
三
六
号

(明
治
三
四

年
)
の
合
冊
本
-

法
典
質
疑
会
発
行

『法
典

質
疑
録
巻
之

一
(
一
-

〓

1号
)』
･
『巻
之
二

(
二
二
-

二
四
号
)
』
･
『
巻
之
三

(
二
五
1
三
六

早
)』
(明
法
堂
'
合
冊
本
刊
年
不
明
､
復
刻

版

･
宗
文
館
書
店
､
平
成
元
年
)
～

に
関
し

て
い
え
ば
､
｢質
疑
解
答
｣

部
分
で
の
梅
担
当

個
所
に
は
'
外
国
法
学
者

･
文
献
の
拳
示
は
認

め
ら
れ
な
い
｡
し
か
し
な
が
ら
'
｢
論
説
｣

部

分
に
お
い
て
は
'
梅

｢我
新
民
法
上
外
国
ノ
民

法
｣

法
典
質
疑
録
八
号

(明
治
二
九
年
)
六
六

九
貢
に
'

【

5
I
l
】
｢
ブ
ル
ン
チ
ユ
リ
-
｣
-
‥
-
-
･･･-
-
柄

【

5
1
2
】
｢
ポ
ジ
ジ
ッ
タ

(B
ogi
Sic
)
｣
･･･-
-
-
隅

【

5
-
3
】
｢
ロ
ー
ラ
ン
｣

･････････-
-
-
-
-
-
･･駅

の
名
が
認
め
ら
れ
､
ま
た
､
梅

｢他
人
ノ
物
ノ

売
買
ヲ
論
ス
｣
法
典
質
疑
録
二
〇
号

(明
治
三

三
年
)

1
1
九
頁
に
は
'

【
5
-
4
】
｢
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
｣
-
-
･･･-
-
-
･･･‥
遇

【

5
-
5
】
ロ
ー
ラ
ン
｣

の
名
が
兄
い
だ
さ
れ
る
｡

こ
れ
に
対
し
て
､
｢法
学
志
林
｣

1
号

(覗

治
三
二
年
)
-

一
〇
三
号

(
1
0
巻

一
号
'
明

治
四

一
年
)
に
掲
載
さ
れ
た

｢
解
疑
｣

及
び

｢法
典
質
疑
録
｣

を
収
め
た

『法
典
質
疑
録

(上

･
中

･
下
巻
)
』
(法
政
大
学

･
巌
松
堂
､

明
治
四

1
年
)
'
お
よ
び
､
同

〓

l巻
六
号
ま

で
の
掲
載
分
を
収
録
し
た

『続
法
典
質
疑
録
』

(法
政
大
学

･
巌
松
堂
'
明
治
四
四
年
)
(復
刻

版

･
信
山
社

『
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
23
-

26
』
へ
平
成
五
年
)
の
梅
執
筆
部
分
に
は
､
以

下
の
文
献
引
用
が
認
め
ら
れ
る
｡

印
仏
語
文
献

伽
商
法

【

5
I
仏
-
】
L
Y
o
N
-
C
A
E
N
et
R
EN
A
U
LT
,
T
r
aite

d
e
d
r
oit
com
m
ercia
l.
2
e
かd
‥
(
-
【

4
-
仏
12
】
)

-
･･･-
･････････-
･-
-
-
-
-
･･････下
67
､
続
氾

価

独
語
文
献

3

民
法

【

5
-
独
-
】
D
ER
NB
U
R
G
}
D
a
s

b
a
rg
erlich
e

R
e･

ch
t.
(
-
[

4
-
独
6
】
)

-
-
-
-
-
･･･-
-
-
綻
誠

糊

商
法

【

5
1
執
.2
】
C
o
sA
C
K
,
L
eh
r
b
u
ch

d
os

H
a
n
d
e一

lsrcch
ts.
6
.
A
u
ft.
(
-
【

4
-
独

9
】
)

-
-
･･下
67

【

LJ-
独
3
】
S
T
A
U
B
.
K
om
m
en
ta
r
g
u
m

H
a
n
d
el

lsg
esetE
b
u
ch
,
6
.
u
.
7
.
A
u
ft.
(
=
【
4
-
独
15
】
)

一
方
､
『
法
典
質
疑
問
答

(第

1
編
-
第
九

編
)』
(中
外
出
版
社

中
有
斐
閣
､
明
治
三
九

年
)
(復
刻
版

･
信
山
社

『
日
本
立
法
資
料
全

集
別
巻
37
～
45
』
､
平
成
六
年
)
申
p
梅
の
担

当
し
た
法

典
解
説

に
お
い
て
も
､
文
献
名

｡
東

数
の
具
体
的
挙
示
が
認
め
ら
れ
る
O

用
仏
語
文
献

▲

㈲
民
法

【
6
-
紘
-
】
A
c
c
A
R
IA
S,

P
ricis

d
e

d
roiJi

rom
a
in
,3
e
6d
o

(
=

門
4
-
払
1
3
)
-
-
‥
四
編
9

【
6
-
仏
2
】
A
ヨ
しいT
(H
l･

(tr
･h
TlritlS････(,.:･)u
i払
)一

R
恥su
m
e
d
u
cou
rs
d
e
d
roii
r
om
a
i
n
,
P
aT
iS
&

L
y
o
n
.
18
8
4
,
2
v
o
i.(in

1
)
.
-
-
-
-
-
四
編
9

円
8
～
払
3
】
B
A
U
D
R
Y-
L
A
C
A
N
T
IN
ER
IE

(a
.)
V

P
ricis
d
e
d
r
oii
c
iv
il,
88
かd
.二

o
m
e
1
,
P
a
ris,

法華時事紳)巻 7号一一-I-16

19
0
2
.

四
編
90
､
捕

㈲

商
法

【
6
-
払
4
】
(
*
)
L
y
o
守
C
A
EN
,

T
ra
ieieJ

d
e

d
roit
com
m
ercia
l.
(
-

門
4
-
払
用
3

)-
･玉
露
過

【

6
I
払
5
】
L
Y
o
N
～
C
A
E
N
et
R
EN
A
U
LT
,
T
raiii

d
e
d
roii
com
m
ercia
i,
2e
6d
.
(
-

門
4
～
仏
門

3)

(9
)

‥
五
編
掴

p
描

続
氾
'
下
67

6

『法
典
質
疑
問
答
』
に
お
け
る
文
献
引

用

㈹
独
語
文
献

3
民
法

､

【

6
-
独
-
】
D
ER
NB
U
R
G
V
D
a
s

b
d
rg
erlich
e

R
e･

ch
t.
(
-

[
4
-
独
6
】
)
-
-
-
-
-
…
四
編
90
､
臓

【

6
-
独
2
】
P
LA
N
C
K
,

B
駄
rg
eriich
es

G
eseiや

b
u
ck
.
(
-
【

4
I
独
7
】
)
-
-
-
-
-
-
-
･四
編
臓

桝
商
法

【

6
-
独
3
】
(
*
)
E
N
D
EM
A
N
N
,

H
a
n
d
b
uch

d
es

d
eu
tsch
en

H
a
n
d
elsr
ech
ts.
(
-

門
4
-
独
柑
3
)

-
-
-
‥
五
霧
腿



三

若

干

の
考

察

以
上
の
外
国
人
法
学
者
と
梅

の
関
係
に
つ

き
､
論
ず
べ
き
点
は
頗
る
多
い
｡
し
か
し
な
が

ら
､
本
稿
で
そ
れ
ら
を
詳
論
す
る
紙
幅
は
与
え

ら
れ
て
い
な
い
の
で
､
以
下
で
は
､
そ
の
う
ち

の
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
の
み
へ
簡
単
な
解

説
を
加
え
る
に
留
め
る
｡

-
･

ボ
ワ
ソ
ナ
～-ド

ま
ず
､
ボ
ワ
ソ
ナ
～
ド
に
つ
い
て
O
こ
こ
で

は
､
さ
し
あ
た
り
次
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
っ
そ
の
第

1
は
p
梅
が
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
旧
民
法

の
立
場
を
説
明
す
る
際
に
使
用
し
て
い
る
文
献

で
あ
る
｡
ポ

ワ
ソ
ナ
ー
ド
草
案
に
関
し
て
は
､

①

一
八
八

〇
(明
治

二
二
)
年
-

l
八
八
二

(明
治

1
五
)
年
刊
行
の
財
産
轟
に
関
す
る
三

巻
本
p
②

1
八
八
二

(明
治

1
五
)
年
～

一
八

八
九

(明
治
二
二
)
年
刊
行
の
五
巻
本

(
そ
の

財
産
編
部
分

(第

一
-
二
巻
)
の
第
二
版
で
あ

る
こ
と
か
ら
､
着
五
巻
本
全
体
を
指
し
て

｢
プ

ロ
ジ

エ
第
二
版
｣

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
｡

【

卓
…仏
5
】)
'
③

一
八
九

〇
(明
治
二
三
)
午

～

一
八
九

一
(明
治
二
四
)
年
刊
行
の
四
巻
本

(｢
プ

ロ
ジ

エ
新
版
｣
｡
【
4
･仏
6
】)
の
三
種

の

注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
'
梅
が
主
に
使

用
し
て
い
る
の
は
､
こ
の
う
ち
の
③
プ
ロ
ジ

エ

新
版
で
あ
る
｡
こ
の
点
は
､
立
法
沿
革
的
考
察

を
行
う
際
に
'
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｡
従
来
の
研
究
は
､

一
般
に
'
①
プ

ロ
ジ

エ

第
二
版
を
基
点
に
置
き
'
こ
れ
に
関
す
る
法
律

取
調
委
員
会
等

の
審
議
等
か
ら
旧
民
法

の
立

場

･
特
徴
を

(
い
わ
ば
客
観
的
に
)
確
定
し
た

う
え
で
'
そ
の
現
行
民
法

へ
の
承
継
の
有
無
を

検
討
す
る
､
と
い
う
手
法
を
と
る
｡
だ
が
'
②

プ

ロ
ジ

エ
第
二
版
あ
る
い
は
旧
民
法
と
③
プ
ロ

ジ

エ
新
版
と
は
､
時
と
し
て
相
違
し
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
'
少
な
く
と
も
現
行
民
法
そ
れ
自

体
の
起
草
経
緯
と
の
関
係
で
は
､
③
プ
ロ
ジ

エ

(10
)

新
版
も
参
照
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
｡

第
二
に
'
①
今
日
の
大
方
の
理
解
に
よ
れ

ば
'
梅
の
法
思
想

･
民
法
解
釈
論
あ
る
い
は
立

法
に
お
け
る
比
較
法
的
手
法
は
'
ボ
ワ
ソ
ナ
ー

(ll
)

ド
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
さ
れ
る
｡
さ

ら
に
'
梅
に
関
す
る
卓
越
し
た
研
究
者
で
も
あ

る
野
島
幹
部
弁
苦
土
は
'
②
梅
は
司
法
省
法
学

校
時
代
に
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
講
義
を
受
け
て
い

た
と
L
t
ま
た
'
③
梅
が
そ
の
学
位
論
文

『
和

解
論

(D
e
la
tr
ansaction.
1889)
』

に
お

い
て

｢
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
フ
ラ
ン
ス
時
代
の
好

(12
)

敵
手
｣
と
評
さ
れ
る

ア
カ
リ

ア
ス
の
論
文

ヽ

(
A

c
c
A
R
I
A
S
,
E

l
u
d
e

s
u
r

l
a

t
r
a
n
s
a
c
tio
n

en

d
r

oit
r
o
m
a
i
n

e
t

e

n

d
r
o
it

f
r
a

n
ca
i
s
.

1

863)
を
批
判
し
て
い
る
点
を
捉
え
て

｢
ボ
ア

ソ
ナ

ー
ド
の
敵
討
ち
｣
と
評
価
し
'
梅
を
端
的

に

｢
ボ
ワ
ソ
ナ
!
ド
の
弟
子
｣
と
し
て
位
置
づ

(13
)

け
よ
う
と
さ
れ
る
｡
こ
の
う
ち
､
②
の
点
に
関

し
て
い
え
ば
'
｢
ア
ペ

ー
ル
氏
卜
私

ハ
師
匠
卜

弟
子
ノ
関
係
デ
ア
リ
マ
ス
｣
と
明
言
す
る
梅
と

(14
)
て
､
ボ

ワ
ソ
ナ

ー
ド
の
講
義
を
ま

っ
た
-
聴

か
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
｡
た
だ
､
こ
れ

を
明
ら
か
に
す
る
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
発
見

さ
れ
て
い
な
い
｡

一
万
㌧
③
の
点
に
関
し
て
い

え
ば
､
上
記

｢
二
｣

で
示
し
た
よ
う
に
､
梅
の

ロ
ー
マ
法
引
用
は
､
ア
カ
リ
ア
ス

(【
4
-仏
-
】

【
6
-仏
-
】)
と
ア
プ
ル
ト
ン

(【
6
-仏
2
】)
に

依
拠
し
て
い
る
｡
こ
の
う
ち
ア
プ
ル
ト
ン
は
､

梅
が
リ
ヨ
ン
大
学
留
学
時
代
に
ロ
ー
マ
法
を
受

(15
)

講
し
た
'
ま
さ
に
師
弟
の
関
係
に
あ
る
｡
し
か

し
'
も
し
仮
に
梅
が
学
問
的
公
正
さ
を
忘
れ
て

｢
敵
討
ち
｣
に
走
る
よ
う
な
人
物

で
あ
れ
ば
'

ア
カ
リ
ア
ス
そ
の
他
の
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
ラ
イ

ヴ
ァ
ル
た
ち

(後
述
)
の
著
作
を
積
極
的
に
引

用
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
｡
他
方
に
お
い

て
'
ポ

ワ
ソ
ナ

ー
ド
の
引
用
個
所

(【-
I
-
】

【
2
-
1
】
【
3
-
1
】
【
4
-仏
5
】
【
4
-仏
6
】
【
5
-

4
】)
は
､
そ
の
多
く
が
ボ

ワ
ソ
ナ
ー
ド
説
な

い
し
旧
民
法

へ
の
批
判
で
あ
る
｡
す
で
に
法
典

論
争
の
時
代
か
ら
､
同
じ
断
行
派
の
な
か
に
あ

っ
て
も
'
ボ
ワ
ソ
ナ
!
ド
の
直
接
の
薫
陶
を
受

け
た
者
た
ち
が
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
説
を
無
批
判
に

受
容
し
て
い
た
の
に
対
し
て
'
梅
は
ボ
ワ
ソ
ナ

ー
ド
旧
民
法
の
長
所

･
短
所
を
冷
静

･
客
観
的

に
分
析
し
て
い
た
｡
か
か
る
梅
の
客
観

･
公
平

な
学
問
的
姿
勢
か
ら
す
れ
ば

(そ
し
て
､
そ
れ

は
冨
井
政
章
も
讃
え
る
と
こ
ろ
の
梅
の
美
徳
で

(16)

あ

っ
た
)
､
『
和
解
論
』
に
お
け
る
ア
カ
リ
ア
ス

批
判
も
ま
た
p
当
時
の
通
説
的
見
解
に
対
し
て

純
粋
に
学
問
的
な
見
地
か
ら
反
論
を
加
え
た
と

理
解
す
る
の
が
-

少
な
-
と
も
こ
の
点
に
関

す
る
資
料
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
現
在
に
お
い

て
ほ
ー

穏
当
な
推
測
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

そ
し
て
'
①
の
点
に
関
し
て
い
え
ば
､
以
下
に

述
べ
る
如
-
､
梅
の
法
律
学
は
､
ボ
ワ
ソ
ナ
ー

ド
に
留
ま
ら
ず
p
フ
ラ
ン
ス
法

申
ド
イ
ツ
法

｡

ス
イ
ス
法
等
の
諸
学
説
を
-

上
記
客
観
的
判

断
に
基
づ
き

-
広
-
受
容
し
て
形
成
さ
れ
た

も
の
と
解
さ
れ
る
｡
以
上
を
要
す
る
に
､
私
見

は
､
梅
を
ボ
ワ
ソ
ナ

～
ド
の
弟
子
と
し
て
そ
の

下
位
に
置
く
よ
り
は
p
む
し
ろ
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド

を
超
え
た
､
ポ
ワ
ソ
ナ
～
ド
と
対
等
な
い
し
そ

れ
以
上
の
～

あ
る
い
は
文
字
通
り
ポ
ワ
ソ
ナ

ー
ド
の
次
の
時
代
の
…

学
者
と
し
て
位
置
づ

け
た
い
｡
も

っ
と
も
､
か
か
る
私
見
は
､
ボ
ワ

ソ
ナ
ー
ド
と
梅
の
関
係
を
疎
遠
な
も
の
と
理
解

す
る
こ
と
で
は
な
い
O
ポ
ワ
ゾ
ナ
-
ド
の
フ
ラ

ン
ス
帰
国
後
か
ら
最
晩
年

(彼
の
死
去
は
梅
の

死
去
の
二
ケ
月
前

(明
治
四
三
年
六
月

二
七

日
)
の
こ
と
で
あ

っ
た
)
に
か
け
て
の
日
本
法

関
係
の
著
作
に
は
､
①

｢
現
行
法
上
鉄
道
会

社
､
鉱
山
会
社
其
飽
不
動
産
会
社
ノ
株
主
タ
ル

外
国
人
ノ
権
能
並
ヒ
ニ
外
国
人
こ
対
ス
ル
土
地

所
有
ノ
禁

ヲ
撤

ス
ル
利
益

二
付
テ
｣

(

明
治
三

(17
)

六
年
)
'
②
韓
国
刑
法
草
案

に
関
す
る
評
論

17- 外国法学説の影響



(18)

(明
治
三
八
年
)
が
あ
る
が
､
こ
の
う
ち
の
①

の
帝
訳
を
希
っ
た
の
は
､
梅
で
あ
る
｡

2

フ
ラ
ン
ス
法

梅
が
リ
ヨ
ン
大
学
に
在
籍
し
た
明
治

一
九

二

八
八
六
)
i-明
治
二
二

(
一
八
八
九
)
年

当
時
の
フ
ラ
ン
ス
は
､
学
説
史
的
に
い
え
ば
､

註
釈
学
派

鼠
cole
exmg
atiq
u
e)
末
期
の
時

代
に
あ
た
り
P
私
法
で
は
ラ
ベ

(L
A
BB豊
､

ピ

エ
フ
ノ
ワ
ー
ル

(B
U
FN
O
I
R)
'
プ
ダ

ン

(B
EUDAN
T
)P

公

法

で

は

オ

-

リ

ウ

(H
AU
R
IO
U

)

と

い

っ
た
p
判

例

評

釈

派

(19)

(arTatiSteS)
が
登
場
し
た
時
期
で
あ
る
｡
上

記

｢こ
し
掲
記
の
引
用
文
献
の
う
ち
'
最
も
使

用
額
度
の
高
い
ポ
ー
ド
リ
ー
ラ
カ
ン
テ
ィ
ヌ
リ

(J
j
t仏
3
】
TL｢6
-
仏
3
r)
は
､
ユ
ッ
ク

(【4
-

仏
8
】)
と
並
び
'
こ
の
時
代
の
代
表
的
な
著

(
誹
)

拝
と
冒
さ
れ
る
も
の
で
あ
り

'

ま
た
'
引
用
の

な
か
に
は
､
ブ
ダ
ン

(【4
-
仏
4
】)､
オ
ー
リ

ラ

(円卓
-払
柑
3)
ら
判
例
評
釈
派
の
名
も
見
出

さ
れ
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
'
今
日
我
々
が

一
般

に
参
照
す
る
と
こ
ろ
の
､
そ
れ
以
前
の
註
釈
学

派

最

盛
期

の
学

説

(デ

エ
テ

ン
ト

ン

(D
u
RA
N
TO
N

)P
ト

ロ
ロ
ン

(T
RO
P
L
O
N
G

)
､

ド
モ
ロ
ン
ブ

(D
E
MOLOMBE)
守
)
の
引
用
は

(21)
な
､:I.〇

な
お
､
オ
ー
ブ
リ
-

ロ
ー
第
四
版

(【4
-
仏
2
】)
は
'
分
類
上
は
註
釈
学
派
最
盛

期
の
著
作
と
さ
れ
て
い
る
が
､
そ
の
体
系

･
手

法
は
上
記
伝
統
的
学
説
と
は

一
線
を
画
す
る

し
､
ド
マ
ン
ト
の
註
釈
書

(【4
-
仏
8
】)
も
､

コ
ル
メ
｡
ド

･
サ
ン
テ
ー
ル
に
よ
る
改
訂
版
が

使
用
さ
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
､
右
註
釈
学
派
に

続
く
次
の
時
代
-

ジ
エ
ゴ

-
(G
恥NY)
'
サ

レ
イ
ユ

(SALEZLLES)
ら
科
学
学
派

(i
c
ole

scien
tifiq
u
e)
-

の
学
説
に
関
し
て
も
'
上

記
梅

｢法
律
の
解
釈
｣
論
文

(【2
-
日
-
】)

は
､
か
の
ジ
ェ
ニ
ー
の

《M
i
t
h
o
d
e
d
'in
ter
I

p
rept
a
tion

et

sou
rces

en

d
roit

P
riv
e

p

o
sitif
.

E
ss
ai
critiq
u
e
.

･P
a
r
i
s
.

1

89
9
,
》

に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
､
そ
こ
に
は
サ
レ

イ
ユ
執
筆
の
同
書
序
文
の
引
用
も
認
め
ら
れ

撃

要
す
る
に
,
梅
は
,
常
に
当
時
の
フ
ラ

ン
ス
法
学
説
の
最
先
端
を
参
照
し
て
い
る
｡
も

っ
と
も
'
た
と
え
ば
梅
の

『最
近
判
例
批
評
』

に
対
す
る
上
記
判
例
評
釈
派
の
影
響
関
係
や
､

あ
る
い
は
､
彼
の
比
較
法
的
手
法
と
サ
レ
イ
ユ

の
ド
イ
ツ
民
法
草
案
研
究
等
と
の
関
連
に
つ
い

て
は
､
筆
者
の
手
元
に
あ
る
資
料
で
は
判
断
で

き
な
い
｡
大
方
の
ご
教
示
を
乞
い
た
い
｡

な
お
､
付
言
す
れ
ば
'
以
上
に
述
べ
た
法
学

者
の
う
ち
'
コ
ル
メ
･
ド

･
サ
ン
テ
ー
ル
は
'

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
と
親
し
か
っ
た
パ
リ
大
学
法
学

部
長
で
あ
る
が
､
ラ
ベ
'
ビ
ユ
フ
ノ
ワ
ー
ル
'

ブ
ダ
ン
'
ユ
ッ
ク
ら
は
､

一
八
五
六
年
の
教
授

資
格
試
験

(ag
r6g
atio
n
)
に
お
け
る
ボ
ワ
ソ

ナ
ー
ド
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
で
あ
り

(結
果
は
､
合

格
者
九
名
車
'

一
位
ビ
エ
フ
ノ
ワ
ー
ル
､
二
位

ラ
ベ
'
七
位
ブ
ダ
ン
に
対
し
て
'
ボ
ワ
ソ
ナ
ー

ド
は

l
三
位
不
合
轡

､
ま
た
,
梅
の
最
も
引

用
す
る
ボ
ー
ド
リ
ー

ラ
カ
ン
テ
ィ
ヌ
リ
は
'

一

八
六
四
年
の
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
で
の
競
争
者
で

あ
る

(合
格
者
八
名
車
､
ボ
ー
ド
リ
～

ラ
カ
ン

テ
ィ
ヌ
リ
が
三
位
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
'
ボ

ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
八
位
最
下
位
合
轡

.

一
万
㌧
商
法
学
説
に
お
い
て
引
用
が
目
立
つ

の
は
'
リ
ヨ
ン
ー

カ
ン

(【4
-
仏
10
】
【4
-
紘

11
】
【5
-
紘
-
】
【6
-
仏
4
】
【6
-
仏
5
】)
と
タ

レ
ー
ル

(【4
-仏
12
】)
で
あ
る
｡
リ
ヨ
ン
大
学

留
学
時
代
に
商
法
を
受
講
し
た
タ
レ
ー
ル
を
評

し
て
'
梅
は
､
｢氏
は

『
ア
ル
ザ
-
ス
』
州
に

生
ま
れ
善
-
独
仏
両
語
に
通
し
常
に
両
国
の
書

籍
を
渉
猟
し
て
兼
ね
て
英
書
を
読
み
亦
其
梗
概

を
知
れ
り
其
説
の
汎
通
に
し
て
偏
俺
せ
さ
る
亦

(25)

宜
な
り
と
謂
ふ
へ
し
｣
と
激
賞
す
る
｡
タ
レ
ー

ル
に
は

《
D
esfallites
en
d
r
oit
com
pareP,

aver
une
dtu
d
e

Cu
r

le

rGglem
ent
en

d
r
oit
in
tern
ation
a
l
.

P

a

ri
s
.

1887
.

2

V

O
I
.
》
の
著
書
も
あ
る
が
､
上
記
梅
の
評
価

は
'
梅
自
身
の
比
較
法
的
手
法
を
も
坊
餅
と
さ

せ
て
興
味
深
い
｡
さ
ら
に
'
上
記
梅

｢法
律
の

解
釈
｣

論
文

(【
2
1
日
-
】)
に
は
'
｢現
今
の

巴
里
法
科
大
学
商
法
教
授
タ
レ
ー
ル
氏
が
職
を

里
昂
大
学
に
奉
ぜ
し
頃
予
に
語
り
し
所
に
拠
れ

(お
)

ば
-
-
｣
と
の
言
で
始
ま
る
個
所
が
あ
り

'

ま

た
'
上
記

｢
二
｣
に
掲
げ
た

『
民
法
総
則

(自

第

1
章
至
第
三
章
)』
で
の
引
用

(【2
-
17
】)

も
'
｢此
傾
向

〔
-
｢
民
法
の
商
化
｣
傾
向
〕

ハ
余
程
著
シ
イ
ノ
デ
､
或
商
法
学
者
'
即
チ
今

仏
蘭
西
ノ
巴
里
ノ
大
学
ノ
商
法
ノ
教
腰
ヲ
シ
テ

居
ル

『
タ
レ
ー
ル
』
ト
云
フ
入
ナ
ゾ
ハ
常
ニ
サ

ウ
云
フ
-
-
｣
と
切
り
出
す
も
の
で
あ
り
P
ボ

ワ
ソ
ナ
ー
ド
に
関
す
る
冷
静
な
語
り
口
と
異
な

り
､
梅
が
タ
レ
ー
ル
を
語
る
と
き
の
ロ
蘇
り
に

は
'
あ
る
種
の
親
近
感
が
漂
う
｡
他
方
､
文
献

引
用
回
数
の
上
で
タ
レ
ー
ル
を
上
回
る
リ
ヨ
ン

ー

カ
ン
に
繭
し
て
も
p
梅
は
､
そ
の
放
校
浩
研

(27)

究
を
絶
賛
し
て
い
る
｡

3

ド
イ
ツ
法

一
般
に
フ
ラ
ン
ス
法
学
者
と
位
置
づ
け
ち
れ

て
い
る
梅
で
あ
る
が
､
上
記
資
料
に
お
け
る
引

用
文
献
を
単
純
に
比
較
し
た
限
り
で
は
､
ド
イ

ツ
法
学
説
の
引
用
が
フ
ラ
ン
ス
法
学
説
の
そ
れ

を
上
回
る
｡

な
か
で
も
目
立
つ
の
は
､
デ
ル
ン
プ
ル
ク
の

引
用
で
あ
る

(【2
-4
】
【4
-独
4
】
T
-
独
5
】

【4
-独
6
】
(
･･････
【5
-独
-
】
【6
･
独
V･･】')).
梶

の
ベ
ル
リ
ン
大
学
留
学
当
時

(明
治
二
二

(
一

八
八
九
)
年
～
明
治
二
三

二

八
九
〇
)
年
)
I

デ

ル

ン
プ

ル

ク

は
､

ベ

ル

ニ

ー
ス

(P
ERN
IC
E
)'

エ
ッ
グ

(E
cK
)
と
と
も
に
､

ロ
ー
マ
法
を
担
当
し
て
い
た
が
､
梅
は
エ
ッ
ク

の
講
義
を
受
講
し
て
お
り
､
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
と

の
個
人
的
な
接
点
は
､
少
な
-
と
も
筆
者
の
手

V
招
凸

持
ち
の
資
料
か
ら
ほ
見
出
せ
な
い

｡

た
だ
､
当

時
の
日
本
人
留
学
生
の
ド
イ
ツ
留
学
先
と
し
て

は
ベ
ル
リ
ン
大
学
が
多
く
､
そ
の
な
か
に
は
デ

ル
ン
ブ
ル
ク
の
講
義
の
受
講
者
も
多
数
い
た
よ

18法律時報70巻7号



V醒血

う
で
あ
る
O
ま
た
p
当
時
p
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ

ド

(W
-,W

)sc
t･tJ:iu
)
(.【1
-6
】
【
2
-19
】)
に
続

く
パ

ン
デ
ク
テ
ン
教
科
書
は
デ
ル
ン
プ
ル
ク

(
【

4
-独
5
.T)
と
冒
さ
れ
て
お
り
､
(束
京
)
帝

国
兼
学
に
お
い
て
は
p
梅
が
法
科
大
学
長
当
時

の
明
治
三
〇
年
よ
り
P
着
デ
ル
ン
プ
ル
ク
の
パ

(
劫
)

ン
デ
ク
チ
ン
が
正
課
と
さ
れ

､

さ
ら
に
､
デ
ル

ン
ブ
ル
タ
の
著
書
の
う
ち
､
門4
-
独
5
】
お
よ
び

【一斗･独
6
】
に
関
し
て
は
'
東
京
専
門
学
校

(早
稲
田
東
学
)
か
ら
訳
書
が
出
版
さ
れ
て
い

(31)
る

O
そ
し
て
p
こ
の
う
ち
の

門4
-
独
6
】
の

訳
書
に
は
､
梅
の
序
文
が
あ
り
､
同
序
文
に
お

い
て
p
梅
は
p
｢
〔
デ
ル
ン
プ
ル
ク
の
〕
大
著
と

し
て
は
前

に
普
漏
西
私
法
論

(
Lehrbuch

(訂

il
r
e
u
s
s
i
s
s
c.m
en

P
r
i
v
a
t
r
c
c
h
t
s
)

〔

-

冒
-独
尋
3]
あ
り
P
申
ご
ろ
羅
馬
法
学
説
嚢
纂

(i)anf･le
kteu)
L
:=
【4
-独
5
】〕
あ
り
､
終
り

に
民
活
論

(D
a切
欝
rg
eTlic
he

R
ec
h
t)
〔
=

【4
-独
6
ヒ

が
あ
る
｡
何
れ
も
有
数
の
良
書
で

あ

っ
て
､
余
は
多
年
此
三
者
を
参
考
し
て
居

る
｣

と
語
る
｡

一
方
､
商
法
に
つ
き
梅
が
多
用

す
る

エ
ン
デ

マ
ン

(7
-
独
10
】
(
-
【

6
-
独

3
】))
に
関
し
て
も
'
東
京
専
門
学
校
か
ら
訳

書
が
出
版
さ
れ
て
お
り
､
梅
は
そ
こ
で
も
序
文

(滋
)

を
執
筆
し
て
い
る

｡

ベ
ル
リ
ン
大
学
留
学
時
代
'
梅
は
､
上
記
エ

ッ
グ
の
飽
､
コ
ー
ラ
-

(【4
1
独
24
】)
の

｢
法

理
学
Lp
ダ

ン
パ

ッ
ハ

(D
A
MBA
CH
)
の

｢
国

際
法
｣

｢

公
法
｣
､
ブ

ル
ン
ナ

-
(B
RU
N
N
ER
)

(
刀
)

の

｢法
律
史
｣

を
受
講
し
て
い
る

｡

こ
の
う
ち

の
コ
ー
ラ
I
は
'

一
時
東
大
が
招
碑
を
試
み
た

万
能
の
法
学
者
で
あ
り
'
そ
の
後
も
東
大
と
の
(封
)

間
に
密
接
な
交
流
の
あ

っ
た
人
物
で
あ
る
が
､

梅
個
人
に
対
す
る
直
接
の
影
響
関
係
は
､
筆
者

の
手
元
に
あ
る
資
料
か
ら
は
明
ら
か
に
な
ら
な

い
｡
こ
れ
に
対
し
て
'
穂
積
陳
重
の
師
で
も
あ

V税
凸

る
ブ

ル
ン
ナ

ト
に
関
し
て
は

､

『
民
法
総
則

(白
第

l
章
至
第
三
章
)
』
の
な
か
に
'
次
の
よ

う
な
記
述
が
認
め
ら
れ
る

(【2
-
3
】)｡
話
題

は
'
立
法
の
仕
方
に
関
す
る
統

一
法
典
主
義
と

個
別
立
法
主
義
-

①

｢
例
へ
バ
民
法
二
属
ス

ル
事
項
デ
モ

『
民
法
』
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
範
囲
ノ

広
イ
法
典
｣
を
作
る
べ
き
か
'
②

｢
或
ハ
売
買

こ
関
ス
ル
単
行
法
ヲ
作
ル
､
或
ハ
賃
貸
借
二
開

ス
ル
単
行
法
ヲ
作
ル
､
或
ハ
能
力
こ
開
ス
ル
単

行
法

ヲ
作
ル
ト
云
フ
風

ニ
シ
夕
方
ガ
宜
シ
イ
｣

か
-

と
い
う
も
の
で
あ
る
が
､
梅
は
'
｢
此

学
派

〔
-

@
説
〕
こ
属
ス
ル
学
者
デ
名
高
イ
入

ノ
一
人
､
即
独
逸
法
律
史
ノ
大
家
タ
ル

『
プ
ル

ン
ナ
-
』
ナ
ド
ト
云
フ
入
ハ
頻
こ
サ
ウ
云
フ
説

明
ヲ
唱
へ
テ
日
本
デ
モ
サ
ウ
云
フ
風
ニ
ヤ
ッ
テ

貰
ヒ
タ
イ
ナ
ド
ト
云
フ
希
望
ヲ
述

ヘ
タ
コ
ト
ガ

ア
ル
｣

と
述
懐
す
る
｡
梅
の
説
明
す
る
と
こ
ろ

の
ブ
ル
ン
ナ
-
の
主
張
は
､
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ

民
法
制
定
時
に
お
け
る
彼
の
統

一
法
典
反
対
意

見
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
｡
そ
し
て
'
梅
は
'

プ
ル
ン
ナ
-
に
'
日
本
民
法
典
の
制
定
方
針
に

つ
い
て
も
示
唆
を
求
め
た
に
違
い
な
い
｡
ブ
ル

ン
ナ
I
の

｢希
望
｣
は
'
こ
′れ
に
答
え
た
も
の

で
あ
ろ
う
｡
ド
イ
ツ
法
学
が
梅
に
与
え
た
影
響

は
､
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
り
も
遥
か
に
大

き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

4

ス
イ
ス
法

梅
謙
次
郎
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
岡
孝
教

授
は
､
現
行
民
法
典
起
草
の
際

｢
ド
イ
ツ
の
陰

に
隠
れ
て
い
た
ス
イ
ス
法
が
実
は
意
外
に
も
よ

く
検
討

･
参
照
さ
れ
て
い
る
｣
旨
を
指
摘
さ
れ

V班Eる
｡

も

っ
と
も
'
こ
こ
で
岡
教
授
の
例
示
さ

れ
る
民
法
六
三
五
条
但
書
は
'
穂
積
陳
重
の
起

草
担
当
部
分
で
あ
る
｡
そ
こ
で
､
梅
と
ス
イ
ス

法
の
関
係
に
つ
き
若
干
付
言
す
る
な
ら
ば
､
そ

も
そ
も
当
時
の
わ
が
国
に
お
い
て
は
'
ス
イ
ス

法
が
参
照
さ
れ
や
す
い
素
地
が
で
き
て
い
た
｡

と
い
う
の
は
'
す
で
に
明
治
五
年
に
は
､
ブ
ル

ン
チ
ユ
リ

(B
L
U
N
T
SC
H
Ll)
の

《A
llg
em
ein
es

S
t
a
a
t
r

echt.》
が
加
藤
弘
之
に
よ

っ
て
訳
出
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(『
国
法
汎
論
』
(文
部

省
刊
)
｡
な
お
へ
明
治
二

一
年
に
は
司
法
省
か

ら
平
田
東
助
訳
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
)
｡
周
知

の
よ
う
に
､
プ
ル
ン
チ
ユ
リ
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
民

法

(
l
八
五
三
-
五
五
年
公
布
)
の
起
草
者
で

あ
り
､
｢
こ
の
法
典
は

一
九
世
紀
中
最
善
の
立

法
事
業
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
は
ス
イ

ス
固
有
法
と
近
代

一
般
私
法
と
の
結
合
に
成
功

し
た
も
の
で
｣
｢
隣
接
す
る
諸
州
に
継
受
さ
れ
｣

｢
オ
イ
ゲ

ン

･
フ
ー
バ

ー

(E
u

gen
H
uBER)

の
起
草
し
た

一
九

〇
七
年
の
ス
イ
ス
民
法
に
大

(3
)

き
な
影
響
を
与
え
た

L

o
こ
れ
を
前
提
に
､
梅

に
目
を
転
ず
る
と
'
上
記

『
民
法
総
則

(白
第

一
章
至
第
三
葦
)
』
に
認
め
ら
れ
る
プ
ル
ン
チ

ユ
リ
の
引
用

(門J2
-2
3)
は
､
①
権
利
能
力
の

始
期
に
関
す
る
比
較
法
的
説
明
車

｢璃
西
ノ
連

邦
ノ
申
デ

『
チ
エ
～
リ
ヒ
』
即
チ
最
を
重
モ
チ

ル
州
ノ

ー
ツ
デ
民
法
二
倍
テ
ハ
有
名
ナ

『
プ
ル

ン
チ
ェ
リ
ー
』
ガ
起
草
シ
テ
其
優
行
JP:
レ
タ
所

ノ
民
法
ガ
存
シ
テ
居
ル
国
｣

と
い
う
も
の
､
お

よ
び
､
②
失
綜
宣
告
に
関
す
る
比
較
法
的
説
明

申

｢
瑞
西

『
ツ
ユ
ー
リ
ヒ
』
ノ
民
法
p
即
チ

『
プ
ル
ン
チ
ェ
リ
ー
』
ノ
起
草
シ
タ
ル
民
法
｣

と
い
う
も
の
で
あ
り
､
ま
た
､
上
記

｢
我
新
民

法
卜
外
国

ノ
民
法
｣

論
文

に
お
け
る
引
周

(
【

5
1
-
3
)
は

｢
『
ツ
ユ
ー
リ
ヒ
』
民
法

ハ
素

卜
有
名
ナ
ル

『
プ
ル
ン
チ
ェ
リ
ー
』
ノ
起
草
ニ

Ⅶ招
乃

係
り
｣

と
い
う
も
の
で
あ
る

｡

も
っ
と
も
p
梅

の
ス
イ
ス
法

へ
の
関
心
は
､
プ
ル
ン
チ
ユ
リ
の

み
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
り
､

同
じ

『
民
法
総
則

(百
第

一
章
至
第
三
章
)
』

に
お
い
て
､
梅
は
､

ロ
ガ

ン

(R
o
G
U
IN
)
の

見
解
を
積
極
的
に
授
周
し
て
い
る

(門2
-
掴
3)

(な

お
'
《M

ont
hly
buiietin
》

中

に

は
､

《

R
o
G
U
IN

(
E
r
n

e
st)
}
T
r
a
iid
d
e

d
r
o
it

a
'V
il

com
p
are.
P
ari
s.
i904J
9i2,
7

v

o
i.》
が

認
め
ら
れ
る
)
.
さ
ら
に
､
鵜
沢
聡
明
は
､
東

大
在
学
中

(明
治
二
八
～
三

1
年
o
こ
れ
は
ま

さ
に
現
行
民
法
の
編
纂
時
期
に
当
た
る
)
､
梅

か
ら

｢
ス
イ
ス
に
留
学
し
た
ら
ば
良
か
ろ
う
､
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ス
ィ
.ス
な
ら
独
p
薬
p
仏
三
国
の
学
問
に
親
し

む
機
会
が
あ
る
と
思
う
か
ら
と
勧
め
て
下
さ

っ

(謝
)

た
事
が
あ
る
の
で
す
｣

と
述
懐
し
て
い
る
｡

ち
な
み
に
､
穂
積
陳
重
は
､
『
法
律
進
化
論
』

の
な
か
に
お
い
て
p
｢
立
法
進
化
｣

の
最
終
到

達
点

(｢
オ
メ
ガ
L
)
を

｢
『
ア
メ
リ
カ
』
『

ス
ウ

(助
)

ィ
ス
』
等

の
民
衆
政
体

の
国
｣

に
求

め
､
他

方
､
富

井

政

章

は
p
プ

リ
デ

ル

(B
RID
E
L)

(前
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
法
科
大
学
長
｡
明
治
三
三
年

一
〇
月
よ
り
大
正
二
年
三
月
二
三
日
の
死
去
ま

で
東
大

の
フ
ラ

ン
ス
法

･
ド
イ
ツ
法
を
担
当
)

の
招
帝
を
推
薦
し
(E
i)
O

穂
積

壷

井

･
梅

の
三

太
は
p
と
も
す
れ
ば
そ
の
相
違
点
の
み
が
強
調

さ
れ
､
い
わ
ば
対
立
す
る
二
極
な
い
し
三
極
の

図
式
と
し
て
定
型
化
さ
れ
る
傾
向

に
あ

っ
た
｡

た
と
え
ば
､
法

典
論

争

に
お

け

る
断
行

派

(梅
)
と
延
期
派

(穂
積

･
冨
井
)
､
法
思
想
に

お
け
る
自
然
法
学

(梶
)
と
歴
史
法
学

(穂

積
)
な
い
し
法
実
証
主
義

(冨
井
)
､
比
較
法

に
お
け
る
仏
法

(梶

)･英
法

(穂
積
)
･
独
活

(冨
井
)
､
と
い
う
よ
う
に
｡
し
か
し
な
が
ら
'

実
際
の
三
人
の
位
置
は
､
そ
の
よ
う
な
形
で
図

式
服
さ
れ
た
両
極
よ
り
も
中
間
寄
り
の
場
所
に

あ
り
､
そ
れ
故
､
三
人
の
法
理
論
は
'
む
し
ろ

共
通
す
る

一
ま
と
ま
り
の
学
説
群
と
し
て
'
彼

ら
以
前

の
法
学
説

(
ボ

ワ
ソ
ナ

ー
ド
や
そ

の

｢
弟
子
｣

た
ち
の
見
解
)
､
あ
る
い
は
'
後
続
す

る
彼
ら
三
人
の
弟
子
た
ち
の
法
学
説

(牧
野
英

1
の
自
由
法
論
や
川
名
兼

四
郎

･
石
坂
音

四

郎

･
鳩
山
秀
夫
ら
の
概
念
法
学
)
と
対
置
さ
せ

る

の
が
妥
当
な

の
か
も
し
れ
な

い
｡
と
も
あ

れ
､
と
も
に
リ
ヨ
ン
大
学
あ
る
い
は
ベ
ル
リ
ン

大
学
に
学
び
'
東
大

(
あ
る
い
は
法
政
大
)
と

い
う
同
じ
職
場

･
研
究
環
境
に
あ

っ
て
'
現
行

民
法
起
草
を
共
同
担
当
し
た
､
ほ
ぼ
同
年
代

の

三
人
の
同
僚
た
ち
の
法
理
論
は
､
従
来
理
解
さ

れ
て
い
る
よ
り
は
'
遥
か
に
近
接
し
た
も
の
の

よ
う
に
見
え
る
｡

(
1
)

法
協
三
〇
巻

一
号

(明
治
四
五
年
)

一
七
五

貢
｡
ま
た
､
教
授
会
会
議
録
を
基
に
作
成
さ
れ
た

『東
京
大
学
百
年
史

(部
局
史

･
一
)』
(東
衷
大

学
出
版
会
'
昭
和
六
1
年
)

1
四
〇
貢
に
は
'
明

治
四
四
年

一
二
月

｢故
梅
博
士
記
念
図
書
は
各
研

究
室
に
分
置
｣
と
あ
る
｡

(
2
)

ま
ず
'
上
記

｢月
報
｣

か
ら
判
断
す
る
に
'

和
書
受
入
の
形
跡
は
な
い
｡

こ
の
点
は
'
｢梅
博

士
記
念
資
金
｣

の
当
初
の
計
画
～

｢故
博
士
の

蔵
書
を
購
買
し
外
国
語
法
律
書
は
帝
国
大
学
図
書

館
に
日
本
語
法
律
書
は
法
政
大
学
に
其
他
の
雑
書

は
故
博
士
の
郷
里
な
る
松
江
図
書
館
に
寄
贈
す
る

事
｣
(｢
(雑
報
)
故
法
学
博
士
梅
謙
次
郎
教
授
追

悼
式
｣
法
協
二
八
巻

二
一号

(明
治
四
三
年
)
二

二
二
八
貢
)

Ⅰ

と
平
灰
が
合
う
｡
次

に
､

《M
onthty
bultetin》
各
号

の

｢V
.
L
A
W
L

の
項

を
順
次

眺

め

て
ゆ

く

と
､
《N
o
1

55

(
M

a
r
..

2
.

T
ai
sh
o

()9
13
))))
((N
o
.

56

(A
p
r.
.

2
.

T
ai
sh
o

(19
)3
))))
((N
o.

59

q
u
l.,
2
.

T
a

iSho
((913))》
に
お
け
る
寄
贈

書
の
数
が
､
通
常
時
よ
り
も
遥
か
に
多
い
こ
と
が

知
ら
れ
る

(《N
o
.
55
))
九
九
タ
イ
ト
ル
'
《N
o.

56》
八

1
タ
イ
ト
ル
､
《N
o
.
59
》
四
八
タ
イ
ト

ル
)｡
こ
の
こ
と
か
ら
'
松
家

･
杉
田
両
氏
は
'

こ
の
時
期
の

《M
on
th
ty
B
u
lletin
》
の
記
載
中

に

｢梅
博
士
記
念
図
書
｣

が
含
ま
れ
て
い
る
も
の

と
推
測
さ
れ
'
右

《M
o
n
邑
y
B
E
-etin
》
の
記

載
を
手
掛
か
り
に
'
｢<
.
L
A
W

L
以
外
の
分
野

も
含
め
て
､
配
置
先
が

｢法
科
研
究
室
｣
と
な
っ

て
い
る
寄
贈
書
を
調
査
す
べ
き
こ
と
を
推
奨
さ
れ

た

(当
時
よ
り
寄
贈
書
に
は
寄
贈
印
が
押
印
さ
れ

寄
贈
者
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
)｡
後

述

｢
二

梅
の
著
作
に
お
け
る
文
献
引
用
｣

に
掲

げ
た
資
料
と
の
合
致
度
か
ら
考
え
て
'
両
氏
の
推

測
は
お
そ
ら
-
正
し
い
で
あ
ろ
う
｡

(3
)

｢梅
博
士
記
念
図
書
｣
購
入
の
際
に
遺
族
か

ら
東
京
帝
国
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
梅
の
法
典
起
草

原
稿
等
は
､
上
記
図
書
受
入
簿
等
と
同
様
'
関
東

大
震
災
で
焼
失
し
て
い
る
o
岡
孝
-
江
戸
恵
子

｢梅
謙
次
郎
著
書
及
び
論
文
目
録
｣
志
林
八
二
巻

三
･
四
号

(昭
和
六
〇
年
)

1
四
〇
貢
.
し
た
が

っ
て
'
｢梅
博
士
記
念
図
書
｣
に
関
し
て
も
'
同

様
に
被
災

･
焼
失
し
た
可
能
性
も
あ
り
得
る
｡

(
4
)

金
山
直
樹
法
政
大
学
教
授
の
ご
教
示
に
よ
れ

ば
'
法
政
大
学
図
書
館
に
は
､
｢梅
氏
/
蔵
書
｣

お
よ
び

｢和
仏
法
/
律
学
校
/
図
書
印
｣
の
角
印

の
あ
る

B
A
U
D
R
YI
L
A
CAN
T

IN
ERIE
.

P
r
e

cisde

d
r
oit
civ
il.
3e
6d.
.

)

888-
1
889
,
3
v
o
t.

が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
｡
他
方
､
次
注
(
5
)
で

見
る
よ
う
に
'
《M
onthty
bu
ltetin
》
の
記
載
中

に
は
､
同
書
第
六
版

･
第
七
版

･
第
八
版
が
認
め

ら
れ
る
｡
梅
は
'
古
い
版
に
つ
い
て
は
'
和
仏
法

律
学
校

(明
治
三
六
年
よ
り
法
政
大
学
)
等
に
逐

次
寄
贈
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

(
5
)

右
個
所
に
関
し
て
は
版
の
記
載
な
し
｡
な

お
'
上
記

《M
o
n
th
ly
bu
lletin
》
に
は
'
【
4
1

仏
3
】
の
他
に
p
こ
れ
よ
り
前
の
版
(

-

[
4
-

仏
飴
】
B
AU
D
R
Y
T
L
A
CAN
T

IN
ERIE
(G
.).
P
reJcis

d

e

d
roit
civi
l
.

SuppI.
au
tom
e
1,
P
aris.

)

898
.)､
お
よ
び
'
後
の
版

(
-
後
掲

【
6
-紘

3
】)
が
認
め
ら
れ
る

(N
o.
5
5
.
p
.
13
.).

(
6
)

右
個
所
に
関
し
て
は
版
の
記
載
な
し
｡

(
7
)

引
用

に
は

《
Lyo等
cA
EN
,
T
raiti
de

d
roit
com
m
ercia
l,
2
e

恥d
｡》
と
だ
け
あ
る
O
な

お
､
同
書
に
お
け
る
ル
ノ
ー
の
執
筆
部
分
は
四
巻

以
降
の
よ
う
で
あ
る
が

(現
物
未
見
)､
梅
の
引

用
個
所
は
第
二
巻
部
分
で
あ
る
｡

(
8
)

引
周

に
は

《W
o
LFF,
K
om
m
enia
r
A:a

d
e
n
･

N

e
b
e

ng
esetEen
:

D
aS

Z
w
angs･

v
ersteig
eru
ng
sg
eseiE.》
と
あ
る
｡

(
9
)

引
用

に
は

《L
y
o
等

C
A
EN
.

T
raiie
d
e

d
roit
com
m
ercia
l,

2e
恥d
｡》
と
だ
け
あ
る

(節

掲
注
(
7
)
に
同
じ
)

O

(
10

)

た
と
え
ば
､
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
に
掲

げ
ら
れ
た
原
案
九
〇
条

(現
行
八
九
条
)
(
=
梅

の
起
草
担
当
部
分
)
の

｢
理
由
｣
中
に
､
｢草
案

説
明
書
終
板

一
巻
三
〇
四
節
｣

と
あ
る
の
は

(｢法
典
調
査
会
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
｣

法
務

大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修

『
日
本
近
代
立

法
資
料
叢
書
13
』
(商
事
法
務
研
究
会
､
昭
和
六

三
年
)
六
二
四
頁
)､
お
そ
ら
く
③
プ
ロ
ジ
エ
新

版
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
｡
で
は
､
法
典
調
査
会

に
お
け
る
原
案

二

九
条

(現
行

一
一
七
条
)
に

関
す
る
起
草
担
当
者
冨
井
政
幸
の
説
明

(｢草
案

ノ
二
百
四
十
条
註
解
二
照
シ
テ
考

へ
テ
見
マ
ス

ト
L
O

｢法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録

一
(第

一

回
-
第
二
十
六
回
)｣
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制

調
査
部
監
修

『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
1
』

(商
事
法
務
研
究
会
､
昭
和
五
八
年
)

1
四
1
頁
)

に
い
う

｢
註
解
｣
に
つ
い
て
は
ど
う
か
｡
あ
る
い

は
､
原
案

1
八
七
条

(現
行

一
八
七
条
)
に
関
す

る
起
草
担
当
者
穂
積
陳
重
の
言

(｢既
成
法
典
ノ

起
案
者
ノ
説
明
杯
ヲ
調
べ
テ
見
ル
ト
ぼ
あ
そ
な
-

ど
氏
ノ
説
イ
テ
居
ル
所
杯
ガ
何
ウ
モ
充
分
判
明
致

シ
兼
ネ
マ
ス
ル
｣｡
前
掲

こ
ハ
三
八
貢
)
に
つ
い

て
は
ど
う
か
｡
さ
ら
に
､
梅
が
起
草
担
当
し
た
原

案
二
1
五
条

(現
行
二
二

1条
)
の
説
明

(｢之

法律時報70巻7号- 20



ハ
草
案
ノ
説
明
等

こ
ア
リ
マ
ス
ル
ガ
如
ク
ニ
｣｡

前
掲

｡
八

一
八
頁
)
や
､
原
案
二
二
七
条

(現
行

二
二
六
条
)
の
説
明

(｢最
初
ノ
草
案
ニ
ハ
-
-

書
イ
テ
ア
ツ
タ
ノ
デ
其
註
釈
ニ
ハ
｣｡
前
掲

･
九

三
三
賞
)
に
つ
い
て
は
ど
う
か
O

(
拍
)

た
と
え
ば
､
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢梅
博
士
の
人

と
学
問
L

梅
謙
次
郎
博
士
顧
彰
記
念
誌
編
集
委
員

会
編

『
わ
が
民
法
の
父
梅
謙
次
郎
博
士
顕
彰
碑
建

立
の
記
録
』
(平
成
四
年
)

一
1
六
頁

〔向
井

鮭

｢

(
eqyd
)

田
村
耀
邸

｢梅
謙
次
郎
博
士
と
和
解
論
｣

法

七
四
三
五
号

(平
成
三
年
)
七
八
頁
｡
な
お
､

梅

『和
解
論
』
に
関
し
て
は
､
田
村
耀
邸

｢『和
解

論
』
を
読
む
｣
(前
掲
注
(
損
)所
収
)
九
三
頁
､

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢梅
博
士
の
人
と
学
問
L

(

前
掲

注
(
Ⅲ
))

二

八
頁
以
下

〔
田
村
輝
郎
〕､
田
村

輝
邸

｢和
解
の

『確
定
効

』
～
梅

『和
解
論
』

の
今
日
に
お
け
る
意
義
｣

島
大
法
学
三
五
巻
四
号

(平
成
四
年
)
三
五
頁
､
米
倉
明

｢
わ
が
民
法
の

父

･
梅
謙
次
郎
博
士
｣
(前
掲
注
(
ll
)所
収
)

1

六
二
頁
以
下
参
照
｡

(
53
)

野
島
幹
部

｢梅
謙
次
郎
博
士

･
顕
彰
の
辞

潮
｣ひ
ろ
ば
四
四
巻
三
号

(平
成
三
年
)
六
八

七
〇
頁
'
野
島
幹
部

｢ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
梅
謙
次

郎
博
士
｣

法
七
四
三
五
号

(平
成
三
年
)
七
八
-

七
九
貢
､
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢梅
博
士
の
人
と
学

問

｣

(前
掲
注
(
u
))

二

一三
頁
以
下

〔野
島
幹

部
｣(J

(
14
)

梅

｢法
律
教
科
書
ヲ
編
纂
ス
ル
ノ
急
務
｣

日

本
大
家
論
集
三
巻
六
号

(明
治
二
四
年
)
七
九

責
｡
引
用
は
､
向
井
健

｢梅
謙
次
郎
｣

潮
見
俊
隆

-1
利
谷
信
義
編
著

『
日
本
の
法
学
者
』
(日
本
評

論
社

｡
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
､
昭
和
四
九
年
)
八

〇
貢
注
(
5
)
に
よ
る
｡

(
ほ
)

東
川
徳
治

『博
士
梅
謙
次
郎
』
(法
政
大

学

｡
有
斐
閣
'
大
正
六
年
)
五
二
頁
以
下
に
､
梅

が
リ
ヨ
ン
大
学

･
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
受
講
し
た
講

義
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
｡
ち
な
み
に
'
リ
ヨ
ン
大

学
時
代
に
梅
が
民
法
を
受
講
し
た
カ
イ
エ
メ
ー
ル

(C
AIL
L
EM
ER
)
は
'
冨
井
政
章

(梅
に
先
立
つ
明

治

1
0
(
1
八
七
七
)
年
-
明
治

l
六

(
一
八
八

三
)
年
リ
ヨ
ン
大
学
に
留
学
)
の
師
で
も
あ
っ
た

ら
し
い
｡
織
田
寓

｢冨
井
先
生
の
憶
ひ
出
｣
志
林

三
七
巻

一
一
号

(昭
和

1
0
年
)
二
九
貢
｡

(
16
)

｢第
三
の
特
別
長

所
は
､
梅
君
は
淡
泊
且
つ

公
平
な
る
人
で
あ
っ
た
と
思
ふ
｡
何
で
も
思
ふ
た

こ
と
は
ず
ん
ノ
＼
言
ふ
｡
さ
う
し
て
後
に
は
何
も

残
ら
ぬ
｡
感
情
的
と
か
'
執
着
の
念
と
か
云
ふ
も

の
が
少
し
も
な
い
'
誠
に
公
正
な
る
人
で
あ
っ

た
｣

(

冨
井
政
章

｢明
治
四
三
年

1
1
月
二
七
日

法
政
大
学
主
催
梅
博
士
追
悼
会
演
説
｣
東
川

･
前

掲
注
(
15
)
二
一
八
貢
所
収
)0

(
17
)

志
林
四
1
号

(明
治
三
六
年
)

一
貫
'
四
三

号

一
貫
｡
な
お
'
四
一
号
九

一
頁
'
四
二
号
三
九

貢
も
参
照
｡

(
18
)

｢
(雑
報
)
韓
国
刑
法
草
案
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
博
士
の
評
論
｣
法
協
二
三
巻

一
〇
号

(明
治
三

八
年
)

1
四
七
〇
貢

〔篠
崎
〕.

(
19
)

山
口
俊
夫

『概
説
フ
ラ
ン
ス
法
』
(東
衷
大

学
出
版
会
'
昭
和
五
三
年
)

一
〇
六
!

一
〇
八

頁
｡

(
20
)

山
口

こ
別
掲
注
(
19

)
1
〇
八
頁
.
な
お
'

｢
(海
外
記
事
)
ボ
ー
ド
リ
ー
､
ラ
カ
ン
チ
-
ヌ
リ

ー
民
｣
法
協

1
0
巻
九
号

(明
治
二
五
年
)
八
二

九
貢
､
｢
(雑
報
)
タ
-
レ
ル
氏
の
新
著
述
｣
法
協

二
六
巻

1
0
号

(明
治
四
1
年
)
二
七
三
貴

(後

掲
注
(
25
)参
照
)
の
記
事
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う

に
､
ボ
ー
ド
リ
ー
ラ
カ
ン
テ
ィ
ヌ
リ
ほ
'
当
時
の

わ
が
国
に
お
い
て
も
定
評
あ
る
著
作
で
あ
っ
た
ら

し

い

｡

(
2
)

《M
o
nthty
bu
11etin
》
の
な
か
に
認
め
ら

れ
る
の
も
'
マ
ル
カ
デ

(M
A
RCAD
豊

-
ボ

ン

(
P
o
N

T
)'
ム
ル
ロ
ン

(M
o
U
R

L
O
N
)

程
度
で
あ

る
｡
な
お
'
ム
ル
ロ
ン
は
'
明
治
二
〇
年
代
前
半

の
わ
が
国
に
お
い
て
'
そ
の
訳
書

(谷
井
元
次
郎

他
訳

『
仏
国
民
法
覆
義
』
(司
法
省
蔵
版
'
明
治

1
四
-

〓
ハ
年
)

〓
1冊
)
が
し
ば
し
ば
参
照

･

利
用
さ
れ
た
と
い
う
｡
小
山
松
書

｢富
井
先
生
を

追
想
し
て
｣

志
林
三
七
巻

二

号

｢冨
井
政
章
先

生
追
悼
号
｣
(昭
和

1
0
年
)
二
〇
貢
参
照
｡

(
22
)

梅

｢法
律
の
解
釈
｣
【
2
-日
-
】
五
六
-
五

七
貢
'
五
八
貢
｡
ち
な
み
に
､
富
井
政
章
に
関
し

て
も
'
杉
山
直
治
郎
の
述
懐
に

｢先
生
は
ジ
ェ
ニ

ー
の
解
釈
方
法
論
を
同
書
発
刊
の
翌
年

〔
-

1
九

〇
〇
(明
治
三
三
)
年
〕
に
私
に
賜
っ
た
｣
と
あ

り

(杉
山

｢恩
師
冨
井
先
生
｣
日
仏
会
館

『冨
井

男
爵
追
悼
集
』
(法
政
大
学
'
大
正
七
年
)

〓

1

二
頁
)
'
穂
積
陳
重
に
あ
っ
て
も
'
明
治
三
七
年

三
月
二
一
日

｢仏
蘭
西
民
法
百
年
紀
念
式
｣
で
の

講
演

｢仏
蘭
西
民
法
ノ
将
来
｣

に
お
い
て
'
ジ
エ

こ
-

･
同
書
を
引
用
す
る

(法
協
二
三
巻

一
号

(明
治
三
八
年
)

1
五
頁
'

一
七
貢
以
下
｡
な
お
､

右
講
演
で
､
穂
積
は
'
デ

ユ
ギ
ー

(
D
U
G
U
I
T
)

の
著
作
を
も
引
用
し
て
い
る
)｡
さ
ら
に
付
言
す

れ
ば
'
冨
井
が
サ
レ
イ
ユ
の
比
較
法
学
の
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
､
穂
積

･

上
記
講
演
に
も
サ
レ
イ
ユ
の
比
較
法
学
へ
の
言
及

が
認
め
ら
れ
る

(
二
八
頁
以
下
)｡
サ
レ
イ
ユ
に

関
し
て
は
､
さ
し
あ
た
り

｢
(雑
報
)
パ
リ
大
学

教
授
サ
レ
イ
ユ
氏
の
債
権
論
｣
法
協
二
〇
巻
五
号

(明
治
三
五
年
)
四
六
1
貢
参
照
o

(
23
)

G
uy

A
N
T

O
N
E

TTi一
《L
a

f
a
c
u
lt
e

d
e

d
roit
d
e
p
ar
is
a

i
.e
p

oqu
e
ou
B
o
IS
S
O
N
D
E

y

f
a
is
a
it

ses
el
u
d
es
)).
d
a
m
s

B
o
Zs
s
o
N
A

D
E

e
t

la

r
e
c
e
p
t
ion

du

d
ro
it

F
ran
gais
au

J

ap
an
.

P
aris.
199r
p
.
31.
大
久
保
泰
甫

『
日
本
近

代
法
の
父
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
』
(岩
波
新
嘗
､
第
三

刷
へ
平
成

一
〇
年
)

1
九
貢
O
な
お
､
六
位
合
格

の
プ
ロ
ン
デ
ル

(B
L
O
N
D

EL)
は
､
梅
が
リ
ヨ
ン

大
学
時
代
に
ロ
ー
マ
法
律
史
を
受
講
し
た
入
物
と

同

1
人
で
あ
ろ
う
か
o
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
｡

(
24
)

A
N
TO
N

ET
TH"
OP
,
cit.
p
.3
2
o
東
久
保
こ

別

掲
注
(
23
)
二
〇
責
｡

(
25
)

梅
謙
次
郎

｢
(雑
報
)
仏
国
商
法
大
家

『
タ

レ
～
ル
』

民
｣
法
学
協
会
妹
誌

一
二
巻
三
号

(明

治
二
七
年
)
二
四
五
頁
O
同
論
文
に
関
し
て
は
､

岡
-
江
戸

こ
別
掲
注
(
3
)
〓
ハ
三
頁
注
(班

)秦

照
｡
ま
た
p
タ
レ
ー
ル

(叩
4
-仏
陀
3)
に
関
し

て
は
､
法
協
二
六
巻

1
0
号

(明
治
四
1
年
)
二

七
三
賞

｢(雑
報
)
タ
-
レ
ル
民
の
新
著
述
｣
(節

掲
注
(
20
))
参
照
｡
な
お
､
タ
レ
ー
ル
は
､
冨
井

政
章
の
博
士
論
文
の
審
査
委
員
の
1
人
で
も
あ
っ

た
.
ア
ン
ド
レ
｡
リ
ロ
ン
デ
-
ル

(杉
山
直
治
邸

訳
)
｢冨
井
男
爵
敬
樽
の
欝
｣
『
冨
井
男
爵
追
悼

集
』
(前
掲
注
(
22
))

1
頁
｡

(
26

)

梅

｢法
律
の
解
釈
｣
(叩2
-
日
-
3)
五
八

貢
O

(
27
)

｢法
律
の
比
較
研
究
は
二
十
年
来
盛
に
仏
国

に
行
ほ
れ
為
め
に
仏
国
法
学
の
進
歩
を
促
し
た
る

は
争
ふ
へ
か
ら
さ
る
事
実
な
り
而
し
て

『
リ
ヨ

ン
'
カ
ン
』
民
は
其
率
先
の
1
人
に
し
て
殊
に
商

法
は
民
の
専
門
科
目
な
る
か
故
に
其
講
義
の
有
益

に
し
て
面
白
き
は
想
像
す
る
に
余
り
あ
り
｣｡
梅

｢
(海
外
記
事
)
仏
京
巴
賓
法
科
大
学
新
科
目
設

置
｣
法
協

一
〇
巻

1
0
号

(明
治
二
五
年
)
九
〇

八
貢
｡

(
28
)

東
川

こ
別
掲
注
(
15
)五
五
-
五
六
頁
｡
な

お
､
エ
ッ
ク
に
関
し
て
は
､
｢(雑
録
)
エ
ッ
グ
民

民
法
講
義
｣
法
協

一
七
巻
九
号

(明
治
三
二
年
)

六
七
九
頁
参
照
｡

(
29

)

穂
積
陳
重
は
､
梅
に
先
立
つ
1
0
年
あ
ま
り

前

(
一
八
八
〇
(明
治

二
二
)
年
-

1
八
八

1

(明
治

1
四
)
年
)
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
学
ん
で
い

2仁-外国法学説の影響



る
が
'
『デ
ル
ン
プ
ル
ヒ
濁
逸
新
民
活
論

･
上
巻
』

(後
褐
注
(凱
))
の
序
文
に
お
け
る
穂
積
白
身
の

言
に
よ
れ
ば
､
彼
は
デ
ル
ン
プ
ル
ク
の
私
法
講
義

も
受
講
し
た
と
い
う

(
1
0
頁
)｡
･さ
ら
に
'
明

治
四
〇
年

1
0
月
五
日
の
デ
ル
ン
プ
ル
ク
死
去
の

際
､
｢浅
学
協
会
雑
誌
L

は
､
｢
(雑
報
)
デ
ル
ン

プ
ル
ヒ
教
授
の
逝
去
｣

を
掲
載
し

(法
協
二
六
巻

一
号

(明
治
四

一
年
)

一
九
責
)p
デ
ル
ン
プ
ル

ク
の
薫
陶
を
受
け
た
阪
本
三
郷
は
'
エ
ミ
～
ル
･

ゼ
ッ
ケ
ル

｢鳴
呼
『

ハ
イ
ン
リ
ヒ
p
デ
ル
ン
プ
ル

ヒ
』
｣
法
協
二
六
巻
五
号

(明
治
四

一
年
)
二
四

二
責
p
六
号
三

1
0
頁
を
訳
出
し
て
い
る
｡
な

お
､
そ
の
後
､
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
の
旧
蔵
書
の
す
べ

て

(七
〇
〇
〇
余
巻
)
は
p
東
京
帝
国
大
学
が
購

入
し
p
｢デ
ル
ン
プ
ル
ヒ
文
庫
｣
と
し
て
配
置
さ

れ
た
が
､
関
東
大
震
災
に
よ
り
焼
失
し
た
｡
｢
(雑

報
)
デ
ル
ン
プ
ル
ヒ
文
庫
の
購
入
｣
法
協
二
六
巻

六
号

(明
治
四

一
年
)

一
五
七
頁
､
『東
京
大
学

百
年
史

(部
局
史

｡
一
)』
(前
掲
注

(
1
))

一

二
五
貢
｡

(
30
)

『東
京
大
学
百
年
史

(部
局
史

･
こ
』
(節

掲
注
(
1
))
八
二
頁
｡
ま
た
p
｢
(雑
録
)
デ
ル
ン

プ
ル
ヒ
民
の
独
乙
民
活
論
｣

(後
褐
注
(31
))
五

三
三
貢
に
は
､
｢現
に
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学

独
逸
浅
薄
科
に
於
て
独
乙
民
法
を
講
ず
る
は
パ
ン

デ
タ
テ
ン
の
部
分
に
限
り
雨
も
デ
氏
の
パ
ン
デ
ク

テ
ン
は
其
最
も
屡
引
用
せ
ら
る
参
考
書
の

1
た

り
｣
と
あ
る
｡

(
封
)

円
4

-
独
5
山
に
つ
き
､
ハ
イ
ン
リ
ヒ
'
デ

ル
ン
プ
ル
ヒ
著

･
副
島
義

一
=
中
村
進
午
-

山
口

弘

一
合
訳

『濁
逸
民
法
論

(附
濁
逸
民
法
正
文
)

第

1
番

･
総
則
』
(東
京
専
門
学
校
出
版
部
蔵
版
'

明
治
三
二
年
)､
瀬
田
忠
三
郎
-
山
口
弘

一
合
訳

『第
二
巻
物
権
』､
瀬
田
忠
三
郎
-

古
川
五
郎
-

山

口
弘

1
合
訳

『第
三
者
債
権
』
'
瀬
田
忠
三
郎
-

山
口
弘

1
-
古
川
五
郎
合
訳

『第
四
巻
親
族

･
相

続
㌔

な
お
､
同
書

『第

一
巻
』
に
は
､
鳩
山
和

夫
'
穂
積
陳
重
'
冨
井
政
章
'
戸
水
寛
人
'
岡
村

輝
彦
､
レ
ン
ホ
ル
ム

(LaNHOLM)
の
序
文
が
あ

る
｡
同
書
の
紹
介
記
事
と
し
て
､
｢
(雑
録
)
デ
ル

ン
ブ
ル
ヒ
氏
の
独
乙
民
活
論
｣
法
協

1
七
巻
五
号

(明
治
三
二
年
)
五
三
三
貢
｡
他
方
'
【
4
-独
6
】

に
関
し
て
は
､
阪
本
三
郎
=
池
田
龍

1
--

津
軽
英

麿
共
訳

『デ
ル
ン
プ
ル
ヒ
濁
逸
新
民
法
論

･
上

巻
』
(早
稲
田
大
学
出
版
部
蔵
版
'
明
治
E
l
四

年
)
､
同

『下
巻
』
｡
同
書

『
上
巻
』
に
は
'
梅

･

冨
井

･
穂
積
の
三
人
の
序
文
が
あ
る
｡

(
32
)

ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
'
エ
ン
デ
マ
ン
著

･
堀
内
秀

太
郎
-
中
村
健

一
郎
=
古
川
五
郎
合
訳

『濁
逸
商

法
論

(附
濁
逸
商
法
正
文
)
上
巻
』
(東
京
専
門

学
校
出
版
部
蔵
版
'
明
治
三
三
年
)
'
同

『下

巻
』
｡
な
お
へ
『
上
巻
』
に
は
'
梅
の
他
に
'
鳩
山

和
夫
が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
｡

(
33
)

東
川

･
前
掲
注
(
15
)五
五
-
五
六
貢
｡

(
34
)

｢
ア
ル
レ
ル
･
コ
ー
ラ
I
L
と
さ
え
呼
ば
れ

た

(後
掲
④

一
四
五
四
貢
)
彼
の
業
績
は
'
｢
す

べ
て
の
法
領
域
に
わ
た
る
ほ
か
､
さ
ら
に
歴
史

･

哲
学

･
美
学
の
論
文
'
詩
､
歌
曲
そ
の
他
に
わ
た

っ
て
二
一
四
四
点
｣
に
及
ぶ
と
い
う

(｢
コ
ー
ラ

I
L
ク
ラ
イ
ン
ハ
イ
ヤ
-
-
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー

(小

林
孝
輔
監
訳
)
『
ド
イ
ツ
法
学
者
辞
典
』
(学
陽
書

房
'
昭
和
五
八
年
)

一
五
八
貢

〔猪
股
弘
貴

訳
〕)｡
さ
ら
に
'
①

｢
(雑
報
)
コ
ー
ラ
-
民
の

書
翰
｣
法
協
二
三
巻
三
号

(明
治
三
八
年
)
四
四

六
貢
'
②

｢
(雑
報
)
コ
ー
ラ
-
博
士
の
雑
誌
発

刊
計
画
と
日
本
法
学
者
｣
法
協
二
三
巻

一
一
号

(明
治
三
八
年
)

一
六
三
三
賞
'
③
牧
野
英

一

｢故
ヨ
ゼ
フ
･
コ
ー
ラ
-
教
授
二
就
テ
｣
法
協
三

八
巻

1
1
号

(大
正
九
年
)

1
三
〇
五
貢
も
参

照
.
な
お
､
コ
ー
ラ
-
の
旧
蔵
書
も
'
日
本
人
篤

志
家
に
よ
り
購
入
の
う
え
'
｢
コ
ー
ラ
-
文
庫
｣

と
し
て
束
京
帝
国
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
o
そ
の
数

一
万
二
〇
〇
〇
冊
と
さ
れ
る
が
'
現
存
す
る
か
香

か
は
未
調
査
で
あ
る
｡
⑥

｢
(雑
報
)
織
田
昇
次

郎
氏
寄
贈
コ
ー
ラ
-
博
士
文
庫
｣
法
協
三
八
巻

1

一
号

(大
正
九
年
)

一
四
五
四
貢
｡

(
35
)

穂
積
重
行

『
明
治

1
法
学
者
の
出
発
-

穂

積
陳
重
を
め
ぐ
っ
て
』
(岩
波
書
店
'
昭
和
六
三

年
)
二
二
五
貢
以
下
に
よ
れ
ば
'
穂
積
は
､
ベ
ル

リ

ン
大
学
留
学
時
代
･P
か
の
グ
ナ
イ

ス
ト

(G
NEIST)
の
ほ
か
'
梅
と
同
様
､
ブ
ル
ン
ナ
I

や
ダ
ン
パ
ッ
ハ
の
講
義
を
受
け
た
と
さ
れ
る

(た

だ
し
'
講
義
内
容
は
異
な
る
｡
ま
た
､
同
書
に

は
'
穂
積
自
身
が
受
講
し
た
と
語
る

(前
掲
注

(
29

))
デ
ル
ン
プ
ル
ク
の
名
は
認
め
ら
れ
な
い
)0

な
お
'
『法
律
進
化
論

(第

一
冊

･
原
形
論

･
前

編
)』
(穂
積
奨
学
財
団
出
版

･
岩
波
書
店
､
大
正

二
二
年
)
の

｢自
序
｣
に
お
い
て
､
穂
積
は
､

｢本
論
の
立
案
に
付
て
は
､
先
師

『
ジ
ェ
ー
ム
ス
､

プ
ラ
イ
ス
』
先
生
,
『
ハ
イ
ン
.リ
ヒ
'
ブ
ル
ン
ネ

ル
』
先
生
-
-
を
始
め
と
し
､
直
接
'
間
接
に
先

輩
並
に
学
友
諸
氏
の
教
を
受
け
'
援
助
を
蒙
っ
た

こ
と
が
少
-
な
い
｣
と
述
べ
る

(五
-
六
頁
)0

(
36
)

岡
孝

｢明
治
民
法
と
梅
謙
次
郎
｣
志
林
八
八

巻
四
号

(平
成
三
年
)

1
六
頁
'
岡
孝

｢梅
謙
次

郎
の
生
涯
｣
(前
掲
注
(
ll
)所
収
)
八
八
貢
｡

(
37
)

｢プ
ル
ン
チ
ユ
リ
｣
(前
掲
注
(
34
)所
収
)

三
四
貢

〔長
尾
龍

一
訳
〕
｡

(
38
)

な
お
､
右

｢我
新
民
法
卜
外
国
ノ
民
法
｣

論

文
は
､
我
が
現
行
民
法
が

｢主
ト
シ
テ
参
照
セ
シ

スユヰ
ツス
モ

ンテ
子グ
ロ

-
-
仏
､
湊
'
蘭
'
伊
､
葡
､
瑞

'

孟

'

西
'
自
'
独
､
英
､
米
十
二
国
ノ
法
律
-
-
ト
我

新
民
法
ト
ノ
異
同
ヲ
論
｣
じ
た
も
の
で
あ
る

(六

七

一
貫
)｡
さ
ら
に
'
同
論
文
で
引
用
さ
れ
る
､

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
民
法
の
起
草
者
ボ
ギ
ジ

ツ
ク

(
B

o
GISIC)
(【
5
-
､2
】)
に
関
し
て
は
'
｢
(雑

録
)
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
民
法
々
典
編
纂
の
来
歴
｣
法

協

〓
一巻
三
号

(明
治
三
五
年
)
三
〇
二
貢
､
四

号
三
九

一
貫
､
五
号
四
五
四
寅
参
照

(同
記
事
に

よ
れ
ば
､
ボ
ギ
ジ
ッ
タ
は
､
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
民
法

編
纂
の
際
へ
ポ
ワ
ソ
ナ
-
ド
の
旧
民
法
編
纂
作
業

を
参
照
し
た
ら
し
い
｡
四
号
三
九
二
貢
)｡
ま
た
､

ベ
ル
ギ
ー
民
法
起
草
者
ロ
ー
ラ
ン

(L
A

URENT
)

(【
5
-
3
】
門
5
-
5
3)

に

関

し

て

は
､

《M
onthly
bu
iietin
》
中
に

《
L
AURENT
(ど.)一

A

v
a

ntIPr
oj
ei

d
e

r
i
v
is
io
n

d
u

co
d
e

ci
vil,

Bru
x
elles,
1882-
1

885
,
7

v
o
1.》
が
認
め
ら
れ

る
｡

(
39
)

平
野
義
太
郎
=
藤
沢
聡
明
=
布
施
辰
治
-
中

村
哲
=
磯
野
誠

1
｢
(座
談
会
)
明
治
中
期
に
お

け
る
人
権
擁
護
と
在
野
法
曹
｣
志
林
四
九
巻

一
号

｢梅
謙
次
郎
博
士
記
念
特
集
号
｣
(昭
和
二
六
年
)

一
〇
六
貢

〔鵜
沢
〕｡
な
お
p
こ
の
時
p
梅
は

｢法
律
哲
学
を
や
る
に
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学

を
よ
く
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣

と
も
語

っ

た
､
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
非
常
に
興
味
深
い
o
梅

と
ヘ
ー
ゲ
ル
に
関
し
て
は
p
さ
ら
に

叩2
-
用

】

参
照
｡

(
40
)

穂
積
陳
重

『法
律
進
化
論

(第

1
滑
)』
(節

掲
注
(
3
))

1
七
五
頁
｡
な
お
､
松
尾
敬

一
｢穂

積
陳
重
｣
『
日
本
の
法
学
者
』
(前
掲
注
(班

))
六

六
頁
参
照
｡

(
幻

)

｢
(雑
報
)
ル
イ
p
プ
リ
デ
ル
教
師
の
逝
去
｣

法
協
三

一
巻
四
号

(大
正
二
年
)
六
九
五
黄
参

照
｡

(し
ち
の
へ
･
か
つ
ひ
こ

慶
応
義
塾
大
学
助
教
授
)
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